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＃４ 演習課題 

小湊：では早速、ワークに入りたい、

と思います。さきほどもちょっとお

話ししましたが、今回は１つの課題

に絞ってやらせていただきます。随

分、漠然としたレポート課題です。こ

れにはいろいろねらいがありますが、

なぜ、こういう漠然としたレポート

課題なのか、というのもあるんです

けど、まずそこは置きながら、少なく

ともこういう条件でこういうレポー

トが課されたという想定の上でです

ね、みなさんが彼らにどういうもの

を出していくのか、ということを考えます。学長・理事及び部局長、なんだかんだで執行部です

ね。そこからレポートが求められました。期間は、1 ヶ月という限られた期間しかありません。で

すから、その中でどのようなものが求められているか、ということが随分、漠然としているんで

すが、「教育の質保証という観点から」、これは前提条件ですね。「我が校の教育プログラムと学生

の状況を把握したい」ていう話なんですね。「教育の質保証という観点から」「プログラムと学生

の状況を把握したい」わけです。これに対して、最初の一つ目ですけど、既存のデータ、みなさ

んに若干調べてきていただいているかと思いますが、すぐに集められるデータを使ってこの問い

かけに対してどこまで答えられるか。それをレポートにまとめたときに、どういう構成のものに

なるのか、ということをまずグループの中で 20 分弱くらい議論していただいて、そこに模造紙が

ありますから、模造紙にレポートの構成やねらい、またはデータ項目、それをどのように示すの

か、ということを自由に記述していただいて、報告できるようなものを仕上げて、ポスターを作

っていただきたい、と思います。よろしいでしょうか。何かここまでの説明で疑問点や分からな

いことがあったら、質問をお願いします。まあ、作業をやっていく中で分からないことがあった

らどんどん質問してください。ではこの課題についてこれから時間をとりたいと思います。是非

進めてもらいたいと思います。ええと、一応、テーブルの上には、模造紙とペンは準備しました。

ポストイットが後ろの方に準備してありますので、必要なグループは適宜持っていっていかれて

使ってください。じゃ、よろしくお願いします。はい、始めてください。 

課題

学長・理事及び部局長からレポートが求めら
れた

期間1ヶ月

「教育の質保証という観点から、我が校の教
育プログラムと学生の状況を把握したい 」

 


